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ハラスメントについて（第１０回） 【パワーハラスメントを起こさないために】

今回はパワーハラスメントを起こさないためには、どうすればいいか考えてみます。

※「職場でのハラスメントの防止に向けて」（厚生労働省）をもとに作成

パワーハラスメントを起こさないためには、以下のような点が大切です。

●パワーハラスメントの内容や要因について充分に理解する。

●自らの行為がパワーハラスメントとなっていないか注意する。

●隠れたパワーハラスメントがないか、周囲のメンバーの変化に注意する。

●上司・部下、従業員同士のコミュニケーションを活性化する

・日常的な会話を心がける

・定期的に面談やミーティングを行う

・上司や同僚からパワーハラスメントを受けたと感じたら、一人で悩まず

周囲の人や相談窓口に相談してみる

●自分の感情をコントロールするスキルを身につける。

・自分の感情に気付く

（怒り、怖れ、悲しみ、焦り、妬み、等々）

・相手を見て接し方を工夫する

・不要な誤解を招かないコミュニケーションを心がける

衛生委員会

編集担当：島

社長 太田 聡

弊社の第５５期も５月を迎え、上半期を終える月となりました。４月はとても過ごしやすく、暖かい日が続い

た月でありました。花粉症も少しずつ治まってくる月に入り、いよいよ緑が濃くなる季節に入ってまいりました。

ただ、まだまだ気温差の激しい日もあるかと思いますので、体調の方は十分気を付けて頂けたらと思います。

今月は新型コロナの区分が第５類へ移行し、インフルエンザと同じ扱いに入っていく事となります。陽性・陰

性の判定や濃厚接触者の定義も申告する必要がなくなる事となり、いよいよ以前の生活スタイルになって行くも

のと思います。ただ、実際に以前のような生活スタイルになって行けるかは、まだまだ未知数な部分も多いよう

に感じております。先月に第９波の感染拡大が夏ごろまで続くとの予測も出ていたこともあり、感染予防をしな

くても良い世の中になるかは、まだこれからと思う次第です。マスクの扱いも変わっていくように思いますが、

当面は各社員の方々のマスクの着用は任意とします。ただ、風邪気味や体調不良の場合は、マスクを着用し感染

予防に引き続き努めて頂き、体調管理には十分気を付けて頂きたいと思います。少しでも異変を感じる事があれ

ば、注意して予防の方を行って頂くよう、引き続きご協力のほどよろしくお願いします。

今月１ヶ月で上半期が終了となりますが、下期に向けて１ヶ月間どうぞよろしくお願いします。

新型コロナ 第５類へ

困っているな
ら話して

ちょっと
悩みが・・・



編集担当より
マイナポイント第２弾の対象となるマイナンバーカードの申し込みは、

２０２３年２月末に締め切りを迎えました。

マイナポイントの各種申し込みについては、当初２０２３年５月末まで

となっていました。しかし、２月末にカードの申請件数が１日１００万件

を超えるなど急増し、カード交付までに時間がかかっているため、４カ月

延期し、９月末までとなりました。

マイナポイント申請がまだの方は、忘れずに申請してください。

川を治めるには山から ～金原明善（きんぱら めいぜん）～

編集担当:横井

1869年（明治2年）に明善は静岡藩から水下各村の総

代・又卸蔵番格に申付けられた。そして明治5年に浜松県

から堤防附属を申付けられ、戸長役・天竜川卸普請専務に

任命された。1874年（明治7年）には天竜川通堤防会社を

設立。

1877年（明治10年）全財産献納の覚悟を決めた明善は内

務卿大久保利通に築堤工事実現の為に謁見した。明善自身

も一介の百姓が内務卿への謁見は叶わないと思っていた。

ところが快く大久保利通との謁見は実現した。それは長年、

誠実一途に天竜川の治水工事に奔走している明善の話が大

久保利通の耳に入っていたからである。そして、近代的な

治水事業が始まり、主に堤防の補強・改修をはじめ以下の

5点を実施。

①天竜川を西洋式の測量器を使用して全測量

②鹿島村から諏訪湖に至る高低測量

③天竜川河口から二俣村に至る実測量

④駒場村以下21箇所の測量標建設

⑤自宅に水利学校を開き、治水と利水の教育を行う。

これらは後年の天竜川における治水計画の基礎となった。

前号から引き続き金原明善の偉業について紹介し

ます。

嘉永3年、明善19歳の時に遭遇した洪水は一瞬に安間

村を沈めてしまった。それは明善にとって一生忘れら

れない災害であった。天竜川沿岸に住んでいる人達の

苦しむ様に途方に暮れていた時に、明治維新をむかえ

る。そんな新政府の「政体」の布達が明善に希望をあ

たえた。早速、京都に上がり天竜川の治水策を民生局

へ建白した。だが明善の必死の訴えも届かなかった。

しかし、8月に新政府は急に水害復旧工事に着手した。

明治天皇東京行辛の道筋になる東海道の補修が目的で

あった。当時の明善は、その事を知らずに堤防の復旧

工事を行う。明善の優れた運営手腕により、8月下旬に

開始した工事は10月上旬におおよそ終了。その功績が

認められ、明治天皇東幸において浜松行在所の時に苗

字帯刀を許される名誉を得た。

（苗字帯刀・・・家名の中でも特に領知の名前に由来

し、一種の領主階級であることを示す苗字を公称する

事。）

アポロ電気 豊田工場

編集担当:島

４月末に、技術開発部、製造部の一部(電源・充電器などの製造)、品質保証部の一部(電源・充電器などの修

理)が豊田工場に移動となりました。電話番号など変更になっています。下記の豊田工場の情報を参照ください。

---------------------------------------

アポロ電気株式会社 豊田工場

〒438-0833 静岡県磐田市弥藤太島441-1

TEL:0538-24-7331 FAX:0538-24-7332

---------------------------------------

▲技術開発部スペース

▲製造部、品質保証部スペース


